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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
用
途
地
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
用

途
地
域

第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域

削
除
す
る
部
分

世
田
谷
区
上
祖
師
谷
二
丁
目
地
内

第
一
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域

追
加
す
る
部
分

世
田
谷
区
上
祖
師
谷
二
丁
目
地
内

削
除
す
る
部
分

江
戸
川
区
東
葛
西
八
丁
目
地
内

第
二
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域

追
加
す
る
部
分

江
戸
川
区
東
葛
西
八
丁
目
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
並
び
に
世
田
谷
区
役
所
及
び

江
戸
川
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
地
区
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

北
青
山
三
丁
目

地
区
地
区
計
画

追
加
す
る
部
分

港
区
北
青
山
三
丁
目
地
内

変
更
す
る
部
分

港
区
北
青
山
三
丁
目
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
港
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
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項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
地
区
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

飯
田
橋
駅
西
口

地
区
地
区
計
画

追
加
す
る
部
分

千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
地
内

変
更
す
る
部
分

千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
及
び
飯
田
橋

四
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
千
代
田
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
公
園
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
公

園

第
七
・
五
・
十

五
号
石
神
井
公

園

追
加
す
る
部
分

練
馬
区
石
神
井
台
一
丁
目
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
道

路
幹
線
街
路
補
助

線
街
路
第
二
百

二
十
九
号
線

追
加
す
る
部
分

練
馬
区
下
石
神
井
四
丁
目
及
び
杉
並
区

井
草
五
丁
目
各
地
内

削
除
す
る
部
分

練
馬
区
下
石
神
井
四
丁
目
及
び
杉
並
区

井
草
五
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
土

地
区
画
整
理
事
業

江
戸
川
南
部
土

地
区
画
整
理
事

業

削
除
す
る
部
分

江
戸
川
区
中
葛
西
八
丁
目
及
び
東
葛
西

八
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、

文
京
区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
、

品
川
区
、
目
黒
区
、
大
田
区
、
世
田
谷

区
、
渋
谷
区
、
中
野
区
、
杉
並
区
、
豊
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島
区
、
北
区
、
荒
川
区
、
板
橋
区
、
練

馬
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
及
び
江
戸
川

区
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
八
王

子
都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

八
王
子
都
市
計
画

住
宅
市
街
地
の
開

発
整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

八
王
子
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
川

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

立
川
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

立
川
市
、
武
蔵
村
山
市
及
び
東
大
和
市

の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
武
蔵

野
都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

武
蔵
野
都
市
計
画

住
宅
市
街
地
の
開

発
整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

武
蔵
野
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
三
鷹

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

三
鷹
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

三
鷹
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
府
中

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

府
中
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

府
中
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十
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二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
布

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

調
布
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

調
布
市
及
び
狛
江
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
青
梅

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

青
梅
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

青
梅
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昭
島

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

昭
島
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

昭
島
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
町
田

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

町
田
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

町
田
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
金

井
都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

小
金
井
都
市
計
画

住
宅
市
街
地
の
開

発
整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

小
金
井
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
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項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
野

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

日
野
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

日
野
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
平

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

小
平
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

小
平
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
分

寺
都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

国
分
寺
都
市
計
画

住
宅
市
街
地
の
開

発
整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

国
分
寺
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
村

山
都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
村
山
都
市
計
画

住
宅
市
街
地
の
開

発
整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

東
村
山
市
、
清
瀬
市
及
び
東
久
留
米
市

の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
立

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

国
立
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

国
立
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
西
東

京
都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
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項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

西
東
京
都
市
計
画

住
宅
市
街
地
の
開

発
整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

西
東
京
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
生

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

福
生
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

福
生
市
、
羽
村
市
及
び
瑞
穂
町
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
多
摩

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

多
摩
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

多
摩
市
及
び
稲
城
市
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
秋
多

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

秋
多
都
市
計
画
住

宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針

変
更
す
る
部
分

あ
き
る
野
市
及
び
日
の
出
町
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
六
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

別
図
の
と
お
り
（
江
東
区
南
砂
五

丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム
化
合

物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
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◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
七
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
東
京
都
告
示
第
千
二
百
二
十
一

号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
大
田
区
北
糀
谷
二

丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去
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◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
八
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）

第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

試
験
日
時

令
和
五
年
二
月
五
日
（
日
曜
日
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
受
験
者
集
合

午
後

一
時
）

二

試
験
場
所

東
京
都
社
会
福
祉
保
健
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

文
京
区
小
日
向
四
丁
目
一
番
六
号

三

試
験
科
目

人
体
の
仕
組
み
と
働
き
、
食
生
活
と
栄
養
、
薬
物
と
看
護
、
疾

病
の
成
り
立
ち
、
感
染
と
予
防
、
看
護
と
倫
理
、
患
者
の
心
理
、

保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み
、
看
護
と
法
律
、
基
礎
看
護
、
成
人
看

護
、
老
年
看
護
、
母
子
看
護
及
び
精
神
看
護

四

受
験
資
格

次
の
㈠
か
ら
㈦
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

㈠

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て

二
年
の
看
護
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
（
令
和
五
年
三
月
十

六
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、
学
校
長
又
は
養
成
所
長
に
よ
る
修

業
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
（
以
下
「
卒
業
等
証
明
書
」
と
い

う
。
）
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈡

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
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都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者

（
令
和
五
年
三
月
十
六
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、
卒
業
等
証
明

書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈢

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
教
育
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科

を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
令
和
五
年
三
月
十
六
日
（
木
曜
日
）

ま
で
に
、
卒
業
等
証
明
書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈣

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て

三
年
以
上
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者
（
令

和
五
年
三
月
十
六
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、
卒
業
等
証
明
書
を

提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈤

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所

を
卒
業
し
た
者
（
令
和
五
年
三
月
十
六
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、

卒
業
等
証
明
書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈥

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外

国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
で
、

厚
生
労
働
大
臣
が
、
㈢
か
ら
㈤
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上

の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の

㈦

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外

国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
の
う

ち
、
㈥
に
該
当
し
な
い
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
た
も
の

五

出
願
方
法

㈠

出
願
に
必
要
な
書
類

ア

受
験
願
書
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
（
昭
和

二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
三
十
二
号
）
別
記
第
十
号
様
式
に

よ
る
。
）

イ

受
験
資
格
を
証
明
す
る
書
類

ア

四
の
㈠
か
ら
㈤
ま
で
に
該
当
す
る
者
が
提
出
す
る
書
類

ａ

既
修
業
者
又
は
既
卒
業
者

卒
業
等
証
明
書

ｂ

修
業
見
込
者
又
は
卒
業
見
込
者

修
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証
明
書
。
た
だ
し
、

合
格
発
表
後
、
令
和
五
年
三
月
十
六
日
（
木
曜
日
）
ま

で
に
卒
業
等
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

指
定
さ
れ
た
日
ま
で
に
卒
業
等
証
明
書
の
提
出
が
な

さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
受
験
は
無
効
と
す
る
。

イ

四
の
㈥
又
は
㈦
に
該
当
す
る
者
が
提
出
す
る
書
類

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
認
定
書
の
写
し
又
は
准
看

護
師
試
験
受
験
資
格
認
定
書
の
写
し
（
㈢
イ
に
従
っ
て
、

受
験
者
本
人
が
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療

人
材
課
免
許
担
当
に
受
験
資
格
認
定
書
の
原
本
を
持
参
し
、

写
し
が
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ

と
。
）

ウ

受
験
写
真
用
台
紙

台
紙
に
は
、
写
真
（
出
願
前
六
箇
月
以
内
に
、
無
帽
で
正

面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を

記
入
し
た
も
の
）
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。

提
出
に
当
た
っ
て
は
、
現
に
在
籍
し
、
又
は
在
籍
し
て
い

た
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
写
真
が
受
験
者
本
人
に
相
違

な
い
旨
の
確
認
を
受
け
、
写
真
に
刻
印
を
受
け
る
こ
と
。

な
お
、
学
校
又
は
養
成
所
の
確
認
及
び
刻
印
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
㈢
イ
に
従
っ
て
、
受
験
者
本
人
が
、

東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
免
許
担
当
に

出
願
書
類
と
合
わ
せ
て
写
真
と
台
紙
を
持
参
し
、
写
真
付
身

分
証
明
書
等
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
等
）
を
提
示
し
て
、

写
真
が
受
験
者
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

エ

受
験
票

裏
面
に
、
領
収
証
書
を
貼
り
付
け
る
こ
と
（
㈡
オ
を
参

照
）
。

オ

連
絡
用
住
所
・
氏
名
シ
ー
ル

カ

返
信
用
封
筒
（
受
験
票
返
信
用
）

封
筒
の
大
き
さ
は
、
縦
二
十
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、
表
面
に
は
宛
先
を
誤
り

な
く
記
載
し
、
朱
書
き
で
「
簡
易
書
留
」
の
表
示
を
し
た
上

で
、
四
百
十
四
円
（
定
形
郵
便
料
金
九
十
四
円
と
簡
易
書
留

料
金
三
百
二
十
円
と
の
合
計
）
の
郵
便
切
手
を
貼
り
付
け
る

こ
と
。

た
だ
し
、
都
内
准
看
護
師
学
校
又
は
養
成
所
が
代
理
で
返

信
を
受
け
取
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
重
量
に
応
じ
た
定
形
外

郵
便
料
金
に
一
般
書
留
料
金
四
百
三
十
五
円
を
加
え
た
郵
便

切
手
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。

㈡

試
験
手
数
料
及
び
納
入
方
法

ア

試
験
手
数
料

六
千
九
百
円

イ

納
付
期
限

令
和
四
年
十
二
月
八
日
（
木
曜
日
）

ウ

納
入
方
法

納
付
書
に
よ
り
、
東
京
都
が
指
定
す
る
金
融
機
関
に
納
入
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す
る
こ
と
。

な
お
、
納
入
し
た
試
験
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

エ

納
付
書
記
入
方
法

納
付
書
に
は
、
住
所
及
び
氏
名
（
氏
名
に
つ
い
て
は
三
か

所
）
を
明
記
す
る
こ
と
。

オ

領
収
証
書

試
験
手
数
料
納
入
後
の
領
収
証
書
は
、
出
願
時
に
受
験
票

の
裏
面
の
指
定
箇
所
に
貼
り
付
け
て
提
出
す
る
こ
と
。

㈢

出
願
書
類
の
提
出
方
法

出
願
書
類
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
期

日
ま
で
に
本
人
が
提
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
東
京
都
内
の
准

看
護
師
学
校
又
は
准
看
護
師
養
成
所
が
郵
送
又
は
持
参
す
る
場

合
に
限
り
、
代
理
に
よ
る
提
出
を
認
め
る
。

な
お
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
免
許

担
当
に
お
い
て
、
受
験
写
真
用
台
紙
に
貼
り
付
け
る
写
真
の
本

人
確
認
又
は
受
験
資
格
認
定
書
の
原
本
照
合
を
受
け
る
場
合
は
、

イ
に
従
い
、
受
験
者
本
人
が
持
参
す
る
こ
と
。

ア

郵
送

郵
送
は
簡
易
書
留
で
行
う
こ
と
。

な
お
、
封
筒
の
表
面
の
左
下
に
「
准
看
護
師
試
験
関
係
書

類
在
中
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

ア

受
付
期
間

令
和
四
年
十
二
月
一
日
（
木
曜
日
）
か
ら
同
月
八
日

（
木
曜
日
）
ま
で
の
消
印
有
効

イ

提
出
先

東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
免
許
担

当
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
一
本

庁
舎
二
十
八
階
南
側

イ

持
参

予
約
制
と
す
る
。
持
参
を
希
望
す
る
日
の
前
日
午
後
四
時

ま
で
に
、
電
話
で
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療

人
材
課
免
許
担
当
（
電
話
〇
三
（
五
三
二
〇
）
四
四
三
四
）

に
、
持
参
す
る
日
時
を
申
し
出
る
こ
と
。
予
約
の
な
い
場
合

は
、
受
け
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

ア

受
付
日
時

令
和
四
年
十
二
月
七
日
（
水
曜
日
）
及
び
同
月
八
日

（
木
曜
日
）
の
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

イ

提
出
先

東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
免
許
担

当
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
一
本

庁
舎
二
十
八
階
南
側

六

合
格
発
表

㈠

日
時

令
和
五
年
三
月
九
日
（
木
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
合
格
者
受
験
番
号
一
覧
の
掲
載
は

同
日
正
午
か
ら
同
年
三
月
末
日
ま
で
）

㈡

場
所

ア

東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
一
階
南
側
臨
時
窓
口

イ

東
京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https:／／w

w
w
.

fukushihoken.m
etro.tokyo.lg.jp ／iryo／shikaku／jyunk

an_t ／index.htm
l

）

㈢

発
表
方
法

合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
。

㈣

そ
の
他

合
格
発
表
に
関
す
る
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
一
切
応
じ
な
い
。

七

合
格
発
表
後
の
手
続
き

合
格
発
表
後
、
合
格
者
に
は
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

ま
た
、
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
験
者
全
員
に
対
し
て
成
績
通

知
書
（
個
人
の
総
取
得
点
、
科
目
別
得
点
及
び
満
点
）
を
交
付
す

る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
受
験
者
が
修
業
見
込
者
又
は
卒
業
見
込

者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
卒
業
等
証
明
書
の
提
出
後
に
交
付

す
る
。

八

そ
の
他

㈠

視
覚
、
聴
覚
、
音
声
機
能
又
は
言
語
機
能
に
障
害
を
有
す
る

者
で
受
験
を
希
望
す
る
も
の
は
、
令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日

（
金
曜
日
）
ま
で
に
、
問
合
せ
先
ま
で
申
し
出
る
こ
と
。
申
し

出
た
者
に
つ
い
て
は
、
受
験
の
際
に
そ
の
障
害
の
状
態
に
応
じ

て
必
要
な
配
慮
を
講
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

㈡

試
験
会
場
の
収
容
人
員
に
よ
り
、
受
験
者
数
の
調
整
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
都
内
の
准
看
護
師
学
校
又
は
准
看

護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
令
和
五
年
三
月
十
六
日
（
木
曜

日
）
ま
で
に
卒
業
等
証
明
書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）
、

都
内
在
住
者
で
都
外
の
准
看
護
師
学
校
又
は
准
看
護
師
養
成
所

を
卒
業
し
た
者
（
令
和
五
年
三
月
十
六
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に

卒
業
等
証
明
書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）
、
都
内
で
准
看

護
師
と
し
て
就
業
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
る
者
及
び
四
の
㈦

に
該
当
す
る
者
の
う
ち
都
知
事
が
認
め
た
者
を
優
先
す
る
。

㈢

令
和
四
年
度
東
京
都
准
看
護
師
試
験
受
験
要
項
の
内
容
に
つ

い
て
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
出
願
者
へ
の
個
別
連
絡
は
行
わ
な
い
た
め
、
注

意
す
る
こ
と
。
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東
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都
福
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保
健
局
ホ
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九

問
合
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
免
許
担
当

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
二

十
八
階
南
側

電
話
〇
三
（
五
三
二
〇
）
四
四
三
四

告

示
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
五
十
三
号

東
京
都
立
学
校
の
授
業
料
等
徴
収
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
東
京
都

条
例
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
手
数
料

の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日

東
京
都
教
育
委
員
会

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

三
菱
総
研
Ｄ
Ｃ
Ｓ
株
式
会
社

㈡

所
在
地

品
川
区
東
品
川
四
丁
目
十
二
番
二
号

二

委
託
期
間

令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

三

委
託
の
内
容

令
和
五
年
度
東
京
都
立
小
学
校
入
学
者
決
定
入
学
考
査
料
の
徴

収
事
務

規

則
（
公
）

東
京
都
暴
力
団
排
除
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

公
布
す
る
。

令
和
４
年
１０月

３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
１１号

東
京
都
暴
力
団
排
除
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

東
京
都
暴
力
団
排
除
条
例
施
行
規
則
（
平
成
２３年

７
月
１５日

東
京

都
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
３
条
第
２
号
中
「
第
２９条

」
を
「
第
３１条

第
１
項
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

告

東
京
都
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

東
京
都
表
彰
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
四

号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
四
年
十
月
一
日
に
表
彰
さ
れ

た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
委
託
に
つ
い
て

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
か
ら
、
受
託
を
希
望
す
る
銀
行
等
は
定
め

ら
れ
た
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
五
十
二
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

二
億
円

二
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
一
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
四

日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
八
千
四
百
九
十
万

円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
二
千
六
十
二
万
五

千
九
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
千
七
百
十
八
万
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
四
年
十
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
五
十
三
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

五
億
円

二
百
五
十
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
一
月
四
日
か
ら
同
年
三
月
七

日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
二
億
三
千
七
百
五

十
万
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
四
千
七
百
九
十
四

万
三
千
五
百
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
二
千
八
百
七
十
五

万
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
四
年
十
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
五
十
四
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

十
億
円

五
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
一
月
十
一
日
か
ら
同
月
三
十

一
日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
四
億
九
千
四
百
九

十
万
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
九
千
二
百
二
十
九

万
八
千
六
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
六
千
五
百
八
十
万

円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
四
年
十
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
五
十
五
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

二
億
円

二
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
二
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
八

日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
八
千
四
百
九
十
万

円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
二
千
六
十
二
万
五

千
九
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
千
七
百
十
八
万
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
四
年
十
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
五
十
六
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

六
億
円

三
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
三
月
四
日
か
ら
同
月
三
十
一

日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
二
億
九
千
二
百
九

十
万
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
五
千
五
百
三
十
万

七
千
八
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
三
千
九
百
四
十
八

万
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
四
年
十
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
五
十
七
回
東
京
都
宝
く
じ
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二

発
売
総
額
及
び
枚
数

二
億
円

二
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
三
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
八

日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
八
千
四
百
九
十
万

円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
二
千
六
十
二
万
五

千
九
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
千
七
百
十
八
万
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
四
年
十
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
届
出

に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
四
十
九

条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
定
款
の
変
更
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
三
条
第
二
項
及
び
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二

百
四
十
三
号
）
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

二

代
表
者
の
氏
名

赤
坂

緑

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
十
四
番
地
一

四

そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地

渋
谷
区
代
々
木
四
丁
目
三
十
七
番
十
五
号

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
代
表
者
の
氏
名
の
変

更
の
届
出
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
及
び
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行

に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二

十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

二

代
表
者
の
氏
名

赤
坂

緑

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
十
四
番
地
一

四

そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地

渋
谷
区
代
々
木
四
丁
目
三
十
七
番
十
五
号

東
京
都
名
誉
都
民
に
選
定
し
た
者
の
事
績
に
つ
い
て

東
京
都
名
誉
都
民
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
七
十
六

号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
四
年
十
月
一
日
に
新
た
に
東

京
都
名
誉
都
民
に
選
定
し
た
者
の
事
績
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
十
月
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

東
京
都
港
区

い
し

い

こ

石

井

ふ
く
子

大
正
十
五
年
九
月
一
日
、
東
京
府
（
現
東
京
都
）
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
、
新
東
宝
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
合
格
、
女
優
と

し
て
活
動
す
る
。

昭
和
二
十
五
年
、
日
本
電
建
株
式
会
社
に
入
社
し
、
宣
伝
部
に
勤

務
。
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
制
作
に
関
わ
る
。

昭
和
三
十
二
年
、
株
式
会
社
ラ
ジ
オ
東
京
（
現
株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
か
ら
の
誘
い
を
受
け
、
嘱
託
と
し
て
「
東
芝

日
曜
劇
場
」
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
に
携
わ
る
。

昭
和
三
十
三
年
、
初
め
て
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
品
と
な
っ
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
橋
づ
く
し
」
が
放
送
さ
れ
る
。
以
降
、
平
成
五
年
ま
で

三
十
五
年
間
に
わ
た
り
「
東
芝
日
曜
劇
場
」
の
作
品
を
手
掛
け
る
。

昭
和
三
十
六
年
、
日
本
電
建
株
式
会
社
を
退
社
し
、
正
式
に
株
式

会
社
東
京
放
送
（
現
株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
に
入

社
。
連
続
ド
ラ
マ
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
四
十
年
、
後
に
全
三
十
八
話
「
東
芝
日
曜
劇
場
」
最
長
寿
作

そ

品
と
な
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
女
と
味
噌
汁
」
の
放
送
が
開
始
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
三
年
、
父
の
勧
め
で
初
の
演
出
を
務
め
た
舞
台
「
な
つ

か
し
い
顔－

君
は
今
ど
こ
に
い
る
の－

」
が
上
演
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
五
年
、
最
高
視
聴
率
五
十
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録

し
た
大
ヒ
ッ
ト
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
「
あ
り
が
と
う
」
の
放
送

が
開
始
さ
れ
る
。

昭
和
六
十
年
、
「
テ
レ
ビ
番
組
最
多
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
る
。

じ
ゅ

平
成
元
年
、
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
。

平
成
二
年
、
約
三
十
年
に
わ
た
る
国
民
的
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
シ
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リ
ー
ズ
「
渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
」
の
放
送
が
開
始
さ
れ
る
。

平
成
二
十
六
年
、
「
世
界
最
高
齢
の
現
役
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
る
。

平
成
二
十
七
年
、
「
最
多
舞
台
演
出
本
数
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
に
認
定
さ
れ
る
。

氏
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
数
々
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
を
世
に

送
り
出
す
と
と
も
に
、
演
劇
で
も
数
多
く
の
作
品
の
演
出
を
手
掛
け

た
。
「
心
を
伝
え
る
」
こ
と
を
大
切
に
、
長
き
に
わ
た
り
第
一
線
で

活
躍
を
続
け
る
そ
の
姿
は
、
人
々
に
希
望
や
活
力
を
与
え
、
広
く
都

民
が
敬
愛
し
、
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
京
都
世
田
谷
区は

や

た

た
く

じ

早

田

卓

次

昭
和
十
五
年
十
月
十
日
、
和
歌
山
県
に
生
ま
れ
る
。
中
学
生
で
体

操
を
始
め
、
頭
角
を
現
す
。

昭
和
三
十
八
年
、
日
本
大
学
文
理
学
部
体
育
学
科
を
卒
業
す
る
。

在
学
中
に
は
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
な
ど
の
大
け
が
を
経
験
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
、
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
東
京
）

体
操
競
技
団
体
総
合
及
び
種
目
別
つ
り
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
。

昭
和
四
十
五
年
、
第
十
七
回
世
界
体
操
競
技
選
手
権
大
会
（
リ
ュ

ブ
リ
ア
ナ
）
団
体
総
合
で
優
勝
す
る
。

昭
和
四
十
六
年
、
現
役
を
引
退
す
る
。
以
後
、
日
本
大
学
で
後
進

の
指
導
に
当
た
る
。

平
成
元
年
、
日
本
大
学
文
理
学
部
教
授
に
就
任
す
る
。

平
成
十
三
年
、
財
団
法
人
日
本
体
操
協
会
（
現
公
益
財
団
法
人
日

本
体
操
協
会
）
の
副
会
長
に
就
任
す
る
。

同
年
、
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
現
公
益
財
団
法

人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
理
事
に
就
任
す
る
。

じ
ゅ

平
成
十
四
年
、
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
。

平
成
十
五
年
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
（
現
特
定
非
営
利
活

動
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
）
理
事
長
に
就
任
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
招
致
に
尽
力
す
る
。

平
成
二
十
四
年
、
日
本
大
学
名
誉
教
授
に
就
任
す
る
。

じ
ゅ

令
和
元
年
、
旭
日
小
綬
章
を
受
章
す
る
。

令
和
三
年
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会

の
副
会
長
に
就
任
す
る
。

氏
は
、
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
東
京
）
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
日
本
体
操
界
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
引
退
後
も
後
進

の
育
成
に
尽
力
す
る
傍
ら
、
公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
等
の
役
職
を
歴
任
し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
振
興
に
貢
献
し
て

い
る
。
選
手
と
し
て
の
功
績
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
多
大
な

貢
献
を
果
た
す
そ
の
姿
は
、
人
々
に
希
望
や
活
力
を
与
え
、
広
く
都

民
が
敬
愛
し
、
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
京
都
世
田
谷
区ほ

ん

だ

か
ず

お

本

多

一

夫

昭
和
九
年
七
月
十
一
日
、
北
海
道
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
二
十
八
年
、
北
海
道
札
幌
伏
見
高
等
学
校
（
現
市
立
札
幌
啓

北
商
業
高
等
学
校
）
を
卒
業
す
る
。
在
学
中
は
演
劇
部
に
所
属
し
、

刑
務
所
で
慰
問
公
演
を
行
う
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た
。

同
年
、
北
海
道
放
送
株
式
会
社
の
演
劇
研
究
所
に
入
所
、
長
光
太

氏
の
下
で
稽
古
に
励
む
。

昭
和
三
十
年
、
新
東
宝
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
俳
優
デ
ビ
ュ

ー
を
果
た
す
。

昭
和
三
十
四
年
、
新
東
宝
株
式
会
社
の
経
営
状
況
の
悪
化
を
き
っ

か
け
に
、
下
北
沢
で
飲
食
店
経
営
を
開
始
す
る
。
以
後
、
多
数
の
飲

食
店
、
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
経
営
す
る
な
ど
、
実
業
家
に
転
身

す
る
。

昭
和
四
十
七
年
、
下
北
沢
駅
前
の
土
地
を
購
入
、
「
本
多
劇
場
」

の
建
設
を
計
画
す
る
。
以
後
、
飲
食
店
経
営
か
ら
手
を
引
き
、
劇
場

経
営
へ
注
力
す
る
。

昭
和
五
十
五
年
、
俳
優
養
成
所
「
本
多
ス
タ
ジ
オ
」
を
設
立
す
る
。

昭
和
五
十
六
年
、
「
ザ
・
ス
ズ
ナ
リ
」
を
開
場
し
、
劇
場
経
営
者

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。

昭
和
五
十
七
年
、
十
年
の
準
備
期
間
を
経
て
「
本
多
劇
場
」
を
開

場
す
る
。
そ
の
後
も
次
々
と
小
劇
場
を
開
場
す
る
。

平
成
九
年
、
第
十
九
回
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
す
る
。

平
成
十
七
年
、
平
成
十
七
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
け
る
。

平
成
十
八
年
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
一
座
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
俳
優
に
復

帰
す
る
。

平
成
三
十
年
、
第
五
十
二
回
吉
川
英
治
文
化
賞
を
受
賞
す
る
。

氏
は
、
全
国
で
も
例
の
な
い
個
人
劇
場
を
数
多
く
運
営
し
、
演
劇

人
の
夢
を
支
援
し
続
け
て
き
た
。
そ
の
活
動
は
、
演
劇
界
の
発
展
の

み
な
ら
ず
、
下
北
沢
を
演
劇
の
街
と
し
て
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
氏
の
功
績
は
多
大
で
あ
り
、
高
い
志
を
持
ち
、

積
極
的
に
前
進
し
続
け
る
そ
の
姿
は
、
人
々
に
希
望
や
活
力
を
与
え
、

広
く
都
民
が
敬
愛
し
、
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
十
月
三
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明
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開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

武
蔵
村
山
市
神
明
四
丁
目
四
十
八

番
一
、
同
番
三
、
四
十
九
番
一
及

び
同
番
三

新
宿
区
高
田
馬
場
三
丁
目
四
十

六
番
二
十
五
号

ア
イ
デ
ィ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
林

欣
也

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
四
年
十
月
三
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産
業
労
働

局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
）

に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
十
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

二

店
舗
所
在
地

江
東
区
亀
戸
六
丁
目
三
十
一
番
六
号

三

設
置
者
名

野
村
不
動
産
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
十
六
番
二
号

五

変
更
前
の
店
舗
名

（
仮
称
）
亀
戸
六
丁
目
計
画

六

変
更
後
の
店
舗
名

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

七

変
更
前
の
店
舗
所
在

地

江
東
区
亀
戸
六
丁
目
三
十
一
番
一

八

変
更
後
の
店
舗
所
在

地

江
東
区
亀
戸
六
丁
目
三
十
一
番
六
号

九

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

未
定

十

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ほ
か
八
十
七
名

十
一

変
更
日

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
ほ
か

十
二

届
出
日

令
和
四
年
九
月
二
日

十
三

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
四

縦
覧
期
間

令
和
四
年
十
月
三
日
か
ら
令
和
五
年
二

月
三
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休

日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都

条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
五

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

雑

報
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